
院
内
シ
ャ
ン
ト
体
制
も
充
実

桃
仁
会
病
院
と
も
連
携

ち
な
み
に
、
透
析
は

1
回
４
時
間
を
週
３
回
、

生
涯
続
け
る
こ
と
に
。

●慢性腎臓病(CKD)が悪化している
●CKDで通院中だがよくならない
●腎臓・透析専門の病院を探しなさい
●透析の話が出ている

かかりつけ医からこう言われたら ご相談を

　

腎
臓
は
再
生
不
可

の
臓
器
な
の
で
、
一

旦
故
障
す
る
と
改
善

す
る
こ
と
は
な
く
、

一
生
そ
の
治
療
が
続

く
こ
と
に
な
る

　

腎
臓
は
血
液
を
ろ
過
し
て
体
内
の
余
分

な
水
分
や
老
廃
物
を
外
に
出
す
大
切
な
働

き
を
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
が
弱
ま
る

（
慢
性
腎
臓
病
/
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
、
高
血
圧
、

心
不
全
、
貧
血
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
な
ど
、

多
く
の
生
命
維
持
機
能
に
影
響
が
及
ぶ
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
日
本
人
成
人
の
5
人
に
1
人

（
推
計
2
千
万
人
）が
罹
患
し
て
い
る
と
い
う
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
進
行
す
る
と
、
腎
代
替
療
法

（
透
析
・
腎
移
植
）
が
必
要
な
「
末
期
腎

不
全
」
に
な
る
と
い
う
。

　

健
康
診
断
の
血
液
検
査
で
「
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ

値
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
腎

臓
の
ろ
過
機
能
を
示
す
。
毎
分
60
㎖
が

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
で
、
60
を
切
る
と
徐
々

に
ス
テ
ー
ジ
が
進
む
の
で
、
悪
化
を
防
ぐ

何
ら
か
の
治
療

が
必
要
と
な
る
。

　

45
を
切
る
と

中
等
度
以
上
の

腎
機
能
障
害
、

15
以
下
に
な
る

と
、病
状
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
腎
代

替
療
法（
透
析・

腎
移
植
）が
選
択

さ
れ
る
「
末
期

腎
不
全
」に
。

取材協力／医療法人康仁会 西の京病院 奈良市六条町102-1／nishinokyo.or.jp

腎
臓
の
働
き
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ

「
怖
い
C
K
D
で
す
が
、
早
期
発
見
す
れ

ば
、
近
年
は
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
る
の
で
、

が
ん
な
ど
と
同
様
に
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
」
と
、
吉
岡
先
生
。

　

そ
し
て
「
腎
臓
を
長
持

ち
さ
せ
る
に
は
糖
尿
病
の

予
防
と
血
圧
管
理
が
大
切

と
の
こ
と
。
食
事
内
容
と

量
、
適
度
な
運
動
の
継
続

を
」と
話
す
。

腎
臓
病
治
療
に
新
薬

腎
不
全　

e
Ｇ
Ｆ
Ｒ
44
以
下
は
要
注
意
！

専
門
医
を
受
診
し
、早
期
対
策
を

予
防
は
生
活
習
慣
の
見
直
し

　

先
進
医
療
か
ら
介
護
、
在
宅
医
療
ま
で 

「
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」を
実
践
す
る

西
の
京
病
院
。
慢
性
維
持
透
析
に
お
い
て

は
、
早
く
か
ら
高
性
能
で
副
作
用
の
少
な

い
H
D
F
（
血
液
ろ
過
透
析
）
を
全
施
設

オ
ン
ラ
イ
ン
で
導
入
、
重
症
入
院
患
者
の

急
性
浄
化
や
C
H
D
F（
持
続
的
血
液
ろ
過

透
析
）に
24
時
間
対
応
。

　

ま
た
透
析
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋
肉
量
・

筋
力
低
下
）
対
策
と
し
て
多
職
種
が
連
携

し
た
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
栄

養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー

ム
と
協
働
し
、

ス
タ
ッ
フ
総
力

体
制
で
透
析
患

者
の
健
康
寿
命

延
伸
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が

院
内
で
完
結
！

他
科
連
携
・
多
職
種
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト

メディカル 最 前 線
vol.83

　現代の〝国民病〟と言われる慢性腎臓病（ＣＫＤ）。自覚症状が現れにくく、
進行すると合併症を招くなど命にかかわる怖い病気だ。専門医を中心に
多職種連携のケアチームが一丸となって患者のサポートに当たっている

西の京病院理事長兼透析センター長の吉岡伸夫医師に話を伺った。

技術設備

心

最高の

最前線医療を行く腎不全外来（腎臓内科）

慢性腎臓病（ＣＫＤ）の早期発見と慢性腎臓病（ＣＫＤ）の早期発見と
包括的アプローチで健康寿命延伸包括的アプローチで健康寿命延伸

吉岡 伸夫 医師

YOSHIOKA NOBUO

中村 雄一 医師

NAKAMURA YUICHI

ジムに週2回、有酸素運動とマシンで筋肉運動。
タンパク質をはじめバランスのいい食事に努める。

新大宮からですが、全天候、
自転車通勤。たまにジョギングも。

「シャントもお任せを！」

先生の
健康法

樋口 敦 医師

HIGUCHI　ATSUSHI

できるだけよく寝て、食事（バランス・
塩分）にも気をつけ、軽運動（ジョギ
ング）を心がけています。

先生の
健康法

庄司 康人 医師

SHOJI YASUTO

内容重視の食事と腹八分目を
心がけています。

「奈良医大からの常勤派遣です」

先生の
健康法

先生の
健康法

名誉院長・患者支援センター長兼務

●本院透析センター 65床  ●西大寺クリニック透析センター25床
●プラザ透析センター38床 　●プラザ第２透析センター34床
※希望者には送迎サービスあり

☎0742-35-2219
問・予約：患者支援センター

162床 約400人の患者は奈良県最大級！

月曜～金曜 ／8：30～16：30
土曜   　　 ／8：30～12：00

火・木・金曜午前、水曜午後

西の京病院 透析センター

腎不全外来 ー完全予約制ー

12PR


